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ム
の
際
に
鉄
道
フ
ァ
ン
が
撮
影
し
た
も
の
。

急
勾
配
に
挑
む
蒸
気
機
関
車
の
雄
姿
を
見
よ

う
と
、多
く
の
人
々
が
訪
れ
た
の
で
す
。
ま
た
、

「
加
太
鉄
道
遺
産
研
究
会
」会
員
が
撮
影
し
た

各
鉄
道
遺
産
の
写
真
も
展
示
さ
れ
、散
策
前
に

予
習
で
き
ま
し
た
。

　
「
加
太
サ
ロ
ン
」で「
加
太
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」の
方
の
歓
待
を
受
け
た
後
、最
初
に

案
内
さ
れ
た
の
は
市
場
川
橋
梁
で
す
。
橋
梁

と
は
河
川・湖
沼・運
河・渓
谷
な
ど
の
上
に
架

設
す
る
構
造
物
の
こ
と
で
、同
橋
梁
は
牛
谷
川

　
今
回
の
散
策
は
、Ｊ
Ｒ「
加
太
」駅
か
ら
始
ま

り
、地
域
内
の
鉄
道
遺
産
群
を
巡
っ
て
、再
び

同
駅
に
戻
る
コ
ー
ス
で
す
。
同
駅
の
駅
舎
は

今
で
は
貴
重
な
木
造
で
、昨
年
４
月
に
、地
域

の
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
。
駅
舎
内
の「
加
太
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」が
運
営
管
理
す
る「
加
太
サ
ロ
ン
」

（
月・祝
日
定
休
）を
訪
ね
る
と
、迫
力
あ
る
蒸

気
機
関
車
の
写
真
パ
ネ
ル
が
目
に
留
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、昭
和
40
年
代
の
Ｓ
Ｌ
ブ
ー

に
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
口
部
分
は
、レ
ン

ガ
の
小
口
面
の
段
と
長
手
面
の
段
を
交
互
に

積
み
上
げ
た「
イ
ギ
リ
ス
積
み
」。
加
え
て
、レ

ン
ガ
を
斜
め
に
置
い
た
段
が
帯
の
よ
う
に
続

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は「
雁
木
」と
呼
ば
れ
る

装
飾
で
す
。な
お
、各
鉄
道
遺
産
の
近
く
に
は

「
加
太
鉄
道
遺
産
研
究
会
」が
設
置
し
た
説
明

板
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
者
を
も
て

な
す
心
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
市
場
川
橋
梁
か
ら
は
、西
へ
と
進
み
ま
す
。

住
宅
地
の
中
を
抜
け
る
と
、や
が
て
見
え
て
く

る
の
が
猪
元
橋
で
す
。
鉄
道
敷
設
の
た
め
に

付
け
替
え
ら
れ
た
道
路
橋
の
た
め
、橋
脚
部
分

ま
す
。
橋
桁
は
大
正
時
代
に
鉄
材
に
造
り
変

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、橋
脚
部
分
は
敷
設
当
時

の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。
続
い
て
数
分
程
度

歩
い
て
板
屋
川
橋
梁
へ
。
こ
ち
ら
は
河
原
に

下
り
て
い
く
こ
と
が
で
き
、下
か
ら
見
上
げ
る

と
、迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
異
な
る
視
点
か
ら
橋
脚
を
見
学
し
た
後
、国

道
25
号「
板
屋
」交
差
点
手
前
の
細
い
道（
林
道

板
屋
線
）を
右
折
し
ま
す
。
少
し
歩
く
と
見
え

て
く
る
の
が
第
１
６
５
号
架
道
橋
で
す
。
架

道
橋
と
は
、立
体
交
差
で
道
路
や
鉄
道
線
路
を

越
え
て
い
る
橋
の
こ
と
。
同
橋
の
上
部
に
は
、

市
場
川
橋
梁
で
見
た
装
飾「
雁
木
」が
施
さ
れ
、

そ
の
下
が「
フ
ラ
ン
ス
積
み
」に
な
っ
て
い
ま

す
。「
フ
ラ
ン
ス
積
み
」と
は
、各
段
と
も
に
小

口
面
と
長
手
面
を
交
互
に
並
べ
る
積
み
方
で

す
。
ま
た
、ア
ー
チ
中
央
に
は
色
の
濃
い
レ
ン

ガ
を
楔
状
に
配
置
す
る
な
ど
、凝
っ
た
造
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
い

る
と
、通
過
す
る
列
車
を
間
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
鉄
道
遺
産
と
列
車
を
同
時
に

は
鉄
道
建
造
物
に
準
じ
た
造
り
。
全
体
は
レ

ン
ガ
造
り
で
す
が
、白
色
の
石
材
で
仕
上
げ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
ひ
と
と
き
、猪
元
橋
か
ら
加
太
川
の
景
観
を

楽
し
ん
だ
後
は
、同
川
に
架
か
る
橋
梁
２
か
所
、

屋
渕
川
橋
梁
と
板
屋
川
橋
梁
を
見
学
し
ま
す
。

先
に
姿
を
現
す
の
が
屋
渕
川
橋
梁
で
す
。
地

域
最
長
の
橋
梁
で
、59・７
メ
ー
ト
ル
を
誇
り

1718

見
ら
れ
る
の
も
、

今
回
の
散
策
の
醍

醐
味
で
す
。

　
明
治
時
代
の
職

人
た
ち
の
心
意
気

を
感
じ
な
が
ら
、

も
う
１
か
所
の
架

道
橋
へ
。
大
和
街

道
架
道
橋
で
す
。 

和
40
年
代
に
は
、こ
の
辺
り
が
蒸
気
機
関
車
撮

影
の
聖
地
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
今
回
の
散
策
は
、大
崖
川
橋
梁
か
ら
Ｊ
Ｒ

「
加
太
」駅
へ
と
戻
る
行
程
で
す
が
、途
中
で
大

和
街
道
の
梶
ヶ
坂
峠
を
通
り
ま
す
。
大
和
街

道
と
は
、関
宿
の
西
の
追
分
で
東
海
道
と
分
岐

し
、加
太
峠
を
越
え
て
伊
賀・奈
良
へ
と
通
じ

る
道
筋
の
こ
と
。
か
つ
て
は
加
太
越
奈
良
道

な
ど
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
大
部
分
が

国
道
25
号
と
な
り
、
当
時
の
趣
を
残
す
箇
所

は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、唯
一
地
道
が
残
っ

て
い
る
の
が
梶
ヶ
坂
峠
で

す
。

　
大
崖
川
橋
梁
を
後
に
し

て
梶
ヶ
坂
峠
に
向
か
う
道

は
、静
か
な
住
宅
地
の
中

を
続
き
ま
す
。
し
ば
ら
く

し
て「
亀
山
森
林
公
園
や

ま
び
こ
」に
到
着
。こ
こ
は
、

市
有
林
の
自
然
を
そ
の
ま

ま
活
か
し
た
公
園
で
す
。

こ
ち
ら
も
上
部
に
は「
雁
木
」が
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、ア
ー
チ
部
分
が
石
積
み
に
な
っ
て
い

る
な
ど
、第
１
６
５
号
架
道
橋
と
は
異
な
る
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
た
２
か
所

の
架
道
橋
を
見
学
し
た
後
は
、大
崖
川
橋
梁
に

向
か
い
ま
す
。
坑
内
の
ア
ー
チ
部
分
は
レ
ン

ガ
造
り
で
す
が
、そ
れ
以
外
は
石
造
り
と
な
っ

て
い
る
の
が
、ほ
か
の
橋
梁
と
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
各
橋
梁
の
違
い
を
見
比
べ
る
の
も
楽

し
み
方
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

上
部
に
は
大
規
模
な
盛
土
が
あ
り
、地
域
の

人
々
に〝
高
堤
防
〞と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
昭

園
内
に
は
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
、森
林
浴
を
兼

ね
た
散
策
が
可
能
で
す
。「
八
橋
」と
名
付
け

ら
れ
た
木
製
の
橋
の
上
を
歩
い
て
い
る
と
、並

行
し
て
続
く
峠
道
に
気
付
き
ま
し
た
。
こ
の

道
が
梶
ヶ
坂
峠
だ
と
教
わ
り
ま
す
。

　
「
八
橋
」に
別
れ
を
告
げ
て
、往
時
の
面
影
を

残
す
梶
ヶ
坂
峠
を
越
え
る
と
、名
峰・錫
杖
ヶ

岳
を
一
望
す
る
加
太
梶
ヶ
坂
の
家
並
み
が
現

れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
Ｊ
Ｒ「
加
太
」
駅
ま
で

は
徒
歩
約
15
分
の
距
離
で
す
。
明
治
時
代
の

最
新
技
術
を
駆
使
し
て
築
か
れ
た
鉄
道
遺
産

群
を
巡
る
散
策
は
、こ
れ
で
終
了
で
す
。

取
材
・
文
…
中
村 

真
由
美

□

亀
山
市 
加
太
界
隈

Ｊ
Ｒ「
加
太
」駅
と
鉄
道
遺
産
群
巡
り

　
亀
山
市
と
伊
賀
市
の
境
に
あ
る
加
太
峠
は
、古
来
、

交
通
の
要
衝
で
し
た
。
壬
申
の
乱
の
際
に
は
大
海
人

皇
子
が
、本
能
寺
の
変
の
折
に
は
、本
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
の
主
人
公・徳
川
家
康
が
駆
け
抜
け
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

　
英
雄
た
ち
が
越
え
た
加
太
峠
を
鉄
道
が
開
通
し
た

の
は
明
治
23（
１
８
９
０
）年
の
こ
と
。
同
21（
１
８

８
８
）年
３
月
に
、四
日
市
市
に「
関
西
鉄
道
会
社
」

（
現「
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
」）が
設
立
さ
れ
る

と
、８
月
か
ら
敷
設
工
事
が
始
ま
り
、２
年
後
の
12
月

に
四
日
市
〜
草
津（
滋
賀
県
）間
が
開
通
し
ま
し
た
。

区
間
内
の
加
太
地
域
で
は
、急
峻
な
地
形
に
対
応
す

る
た
め
に
隧
道（
ト
ン
ネ
ル
）や
橋
梁
な
ど
が
数
多
く

造
ら
れ
、今
な
お
現
役
で
乗
客
た
ち
の
安
全
を
守
り

続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
今
回
は「
加
太
鉄
道
遺
産
研
究
会
」協
力
の
も
と
、

鉄
道
遺
産
群
を
巡
り
ま
す
。

START

■ 行程図　所要時間／約3時間30分 ※所要時間は、おおよその目安です。

ＪＲ「加太」駅 猪元橋

木
造
駅
舎
が
交
流
拠
点
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

優
美
な
レ
ン
ガ
造
り
の
橋
梁
と
橋
脚

職
人
の
心
意
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が
伝
わ
る
架
道
橋
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う
し
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に
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が
ん
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の
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ぶ
ち

は
し
げ
た

く
さ
び

が
わ

お
お

が
わ

か
じ

ざ
か

が

が
け

や
つ

し
ゃ
く
じ
ょ
う

は
し

も
と

ぎ

至
J
R「
亀
山
」駅

至
亀
山
I
C

至
J
R「
伊
賀
上
野
」駅

至
伊
賀
I
C

か
ぶ
と

【
お
願
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】 

散
策
す
る
際
に
は
、線
路
内
に
入
ら
な
い
、無
断
で
私
有
地
に

入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

じ
ん

お
う

か
ん
せ
い

ず
い
ど
う

き
ょ
う
り
ょ
う

じ

お
お
あ
ま
の

し
ん

問
　
「
加
太
鉄
道
遺
産
研
究
会
」事
務
局

　
（
亀
山
市
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）
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屋渕川橋梁 板屋川橋梁

第１６５号架道橋大和街道架道橋大崖川橋梁「亀山森林公園やまびこ」・梶ヶ坂峠

市場川橋梁

ＪＲ「加太」駅舎外観

「加太サロン」

市場川橋梁

猪元橋

板屋川橋梁

第１６５号架道橋とＪＲ関西本線の列車大和街道架道橋梶ヶ坂峠

「亀山森林公園やまびこ」内の「八橋」

大崖川橋梁

屋渕川橋梁

牛
谷
川

板
屋
川
橋
梁

第
１
６
５
号
架
道
橋

Ｊ
Ｒ「
加
太
」駅

市
場
川
橋
梁

屋
渕
川
橋
梁

亀山市
林業総合センター

向井IC

名阪国道

JR関西本線

板屋IC

南在家IC

大
和
街
道
架
道
橋

「
亀
山
森
林
公
園
や
ま
び
こ
」

梶
ヶ
坂
峠

猪
元
橋

大崖川橋梁

25

25

加太
川

加太川

ご案内いただいたのは「加太鉄道遺産研究会」会長の坂 政明
さん。鉄道遺産群を核とした魅力ある地域づくりのために、
日々奔走していらっしゃいます。

大
和
街
道
の
趣
残
す
峠
道
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蒸
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と
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異
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点
か
ら
橋
脚
を
見
学
し
た
後
、国

道
25
号「
板
屋
」交
差
点
手
前
の
細
い
道（
林
道

板
屋
線
）を
右
折
し
ま
す
。
少
し
歩
く
と
見
え

て
く
る
の
が
第
１
６
５
号
架
道
橋
で
す
。
架

道
橋
と
は
、立
体
交
差
で
道
路
や
鉄
道
線
路
を

越
え
て
い
る
橋
の
こ
と
。
同
橋
の
上
部
に
は
、

市
場
川
橋
梁
で
見
た
装
飾「
雁
木
」が
施
さ
れ
、

そ
の
下
が「
フ
ラ
ン
ス
積
み
」に
な
っ
て
い
ま

す
。「
フ
ラ
ン
ス
積
み
」と
は
、各
段
と
も
に
小

口
面
と
長
手
面
を
交
互
に
並
べ
る
積
み
方
で

す
。
ま
た
、ア
ー
チ
中
央
に
は
色
の
濃
い
レ
ン

ガ
を
楔
状
に
配
置
す
る
な
ど
、凝
っ
た
造
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
い

る
と
、通
過
す
る
列
車
を
間
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
鉄
道
遺
産
と
列
車
を
同
時
に

は
鉄
道
建
造
物
に
準
じ
た
造
り
。
全
体
は
レ

ン
ガ
造
り
で
す
が
、白
色
の
石
材
で
仕
上
げ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
ひ
と
と
き
、猪
元
橋
か
ら
加
太
川
の
景
観
を

楽
し
ん
だ
後
は
、同
川
に
架
か
る
橋
梁
２
か
所
、

屋
渕
川
橋
梁
と
板
屋
川
橋
梁
を
見
学
し
ま
す
。

先
に
姿
を
現
す
の
が
屋
渕
川
橋
梁
で
す
。
地

域
最
長
の
橋
梁
で
、59・７
メ
ー
ト
ル
を
誇
り

1718

見
ら
れ
る
の
も
、

今
回
の
散
策
の
醍

醐
味
で
す
。

　
明
治
時
代
の
職

人
た
ち
の
心
意
気

を
感
じ
な
が
ら
、

も
う
１
か
所
の
架

道
橋
へ
。
大
和
街

道
架
道
橋
で
す
。 

和
40
年
代
に
は
、こ
の
辺
り
が
蒸
気
機
関
車
撮

影
の
聖
地
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
今
回
の
散
策
は
、大
崖
川
橋
梁
か
ら
Ｊ
Ｒ

「
加
太
」駅
へ
と
戻
る
行
程
で
す
が
、途
中
で
大

和
街
道
の
梶
ヶ
坂
峠
を
通
り
ま
す
。
大
和
街

道
と
は
、関
宿
の
西
の
追
分
で
東
海
道
と
分
岐

し
、加
太
峠
を
越
え
て
伊
賀・奈
良
へ
と
通
じ

る
道
筋
の
こ
と
。
か
つ
て
は
加
太
越
奈
良
道

な
ど
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
大
部
分
が

国
道
25
号
と
な
り
、
当
時
の
趣
を
残
す
箇
所

は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、唯
一
地
道
が
残
っ

て
い
る
の
が
梶
ヶ
坂
峠
で

す
。

　
大
崖
川
橋
梁
を
後
に
し

て
梶
ヶ
坂
峠
に
向
か
う
道

は
、静
か
な
住
宅
地
の
中

を
続
き
ま
す
。
し
ば
ら
く

し
て「
亀
山
森
林
公
園
や

ま
び
こ
」に
到
着
。こ
こ
は
、

市
有
林
の
自
然
を
そ
の
ま

ま
活
か
し
た
公
園
で
す
。

こ
ち
ら
も
上
部
に
は「
雁
木
」が
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、ア
ー
チ
部
分
が
石
積
み
に
な
っ
て
い

る
な
ど
、第
１
６
５
号
架
道
橋
と
は
異
な
る
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
た
２
か
所

の
架
道
橋
を
見
学
し
た
後
は
、大
崖
川
橋
梁
に

向
か
い
ま
す
。
坑
内
の
ア
ー
チ
部
分
は
レ
ン

ガ
造
り
で
す
が
、そ
れ
以
外
は
石
造
り
と
な
っ

て
い
る
の
が
、ほ
か
の
橋
梁
と
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
各
橋
梁
の
違
い
を
見
比
べ
る
の
も
楽

し
み
方
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

上
部
に
は
大
規
模
な
盛
土
が
あ
り
、地
域
の

人
々
に〝
高
堤
防
〞と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
昭

園
内
に
は
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
、森
林
浴
を
兼

ね
た
散
策
が
可
能
で
す
。「
八
橋
」と
名
付
け

ら
れ
た
木
製
の
橋
の
上
を
歩
い
て
い
る
と
、並

行
し
て
続
く
峠
道
に
気
付
き
ま
し
た
。
こ
の

道
が
梶
ヶ
坂
峠
だ
と
教
わ
り
ま
す
。

　
「
八
橋
」に
別
れ
を
告
げ
て
、往
時
の
面
影
を

残
す
梶
ヶ
坂
峠
を
越
え
る
と
、名
峰・錫
杖
ヶ

岳
を
一
望
す
る
加
太
梶
ヶ
坂
の
家
並
み
が
現

れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
Ｊ
Ｒ「
加
太
」
駅
ま
で

は
徒
歩
約
15
分
の
距
離
で
す
。
明
治
時
代
の

最
新
技
術
を
駆
使
し
て
築
か
れ
た
鉄
道
遺
産

群
を
巡
る
散
策
は
、こ
れ
で
終
了
で
す
。

取
材
・
文
…
中
村 

真
由
美

□

亀
山
市 

加
太
界
隈

Ｊ
Ｒ「
加
太
」駅
と
鉄
道
遺
産
群
巡
り

　
亀
山
市
と
伊
賀
市
の
境
に
あ
る
加
太
峠
は
、古
来
、

交
通
の
要
衝
で
し
た
。
壬
申
の
乱
の
際
に
は
大
海
人

皇
子
が
、本
能
寺
の
変
の
折
に
は
、本
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
の
主
人
公・徳
川
家
康
が
駆
け
抜
け
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

　
英
雄
た
ち
が
越
え
た
加
太
峠
を
鉄
道
が
開
通
し
た

の
は
明
治
23（
１
８
９
０
）年
の
こ
と
。
同
21（
１
８

８
８
）年
３
月
に
、四
日
市
市
に「
関
西
鉄
道
会
社
」

（
現「
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
」）が
設
立
さ
れ
る

と
、８
月
か
ら
敷
設
工
事
が
始
ま
り
、２
年
後
の
12
月

に
四
日
市
〜
草
津（
滋
賀
県
）間
が
開
通
し
ま
し
た
。

区
間
内
の
加
太
地
域
で
は
、急
峻
な
地
形
に
対
応
す

る
た
め
に
隧
道（
ト
ン
ネ
ル
）や
橋
梁
な
ど
が
数
多
く

造
ら
れ
、今
な
お
現
役
で
乗
客
た
ち
の
安
全
を
守
り

続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
今
回
は「
加
太
鉄
道
遺
産
研
究
会
」協
力
の
も
と
、

鉄
道
遺
産
群
を
巡
り
ま
す
。

START

■ 行程図　所要時間／約3時間30分 ※所要時間は、おおよその目安です。

ＪＲ「加太」駅 猪元橋

木
造
駅
舎
が
交
流
拠
点
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

優
美
な
レ
ン
ガ
造
り
の
橋
梁
と
橋
脚

職
人
の
心
意
気
が
伝
わ
る
架
道
橋

約150ｍ 約850ｍ 約600ｍ 約400ｍ 約100ｍ

約900ｍ約200ｍ約1.7Kｍ約1.0Kｍ

う
し
だ
に
が
わ

が
ん

い
の

や
ぶ
ち

は
し
げ
た

く
さ
び

が
わ

お
お

が
わ

か
じ

ざ
か

が

が
け

や
つ

し
ゃ
く
じ
ょ
う

は
し

も
と

ぎ

至
J
R「
亀
山
」駅

至
亀
山
I
C

至
J
R「
伊
賀
上
野
」駅

至
伊
賀
I
C

か
ぶ
と

【
お
願
い
】 

散
策
す
る
際
に
は
、線
路
内
に
入
ら
な
い
、無
断
で
私
有
地
に

入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

じ
ん

お
う

か
ん
せ
い

ず
い
ど
う

き
ょ
う
り
ょ
う

じ

お
お
あ
ま
の

し
ん

問
　
「
加
太
鉄
道
遺
産
研
究
会
」事
務
局

　
（
亀
山
市
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）
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ＪＲ「加太」駅舎外観
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市場川橋梁
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板屋川橋梁
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「亀山森林公園やまびこ」内の「八橋」

大崖川橋梁
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牛
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板
屋
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第
１
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５
号
架
道
橋

Ｊ
Ｒ「
加
太
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市
場
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橋
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屋
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亀山市
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向井IC

名阪国道

JR関西本線

板屋IC

南在家IC

大
和
街
道
架
道
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「
亀
山
森
林
公
園
や
ま
び
こ
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梶
ヶ
坂
峠

猪
元
橋

大崖川橋梁
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加太
川

加太川

ご案内いただいたのは「加太鉄道遺産研究会」会長の坂 政明
さん。鉄道遺産群を核とした魅力ある地域づくりのために、
日々奔走していらっしゃいます。

大
和
街
道
の
趣
残
す
峠
道




